
３ エリア別公共施設
アクションプログラムについて
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資料３



１ 目的

エリア別公共施設アクションプログラムは、

岩国市公共施設個別施設計画に基づき、

重点的かつ効率的に公共施設の再編・再配置を進めるため、

各地域における公共施設の諸課題を整理するとともに、

課題解決に向けて市と地域等の関係者が協議して取り組む

具体的な方策やスケジュール等を示し、

市民・地域等の関係者と情報の共有化を図り、合意形成

のもと、着実に公共施設の再編・再配置を進めること

を目的に作成しました。

個別施設計画 エリア別公共施設
アクションプログラム

エリアごとに整理

施設の諸課題の整理
取組の方策
スケジュール

等記載の追加

行政案
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エリア別公共施設アクションプログラムの作成エリア

原則、小学校区を基本単位（エリア）とし、30エリアで作成
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地域 地域 エリア 地域 エリア

岩国 柱島 由宇 美和西

平田 小瀬 由西 美和東

麻里布 藤河 神東 本郷（１） 本郷

東 御庄 高森・川上 宇佐川

装港 杭名（北河内） 周北 錦清流

川下 河内（南河内） そお 美川（１） 美川

愛宕 柱野（師木野） 米川・修成

灘・中洋 通津 玖珂（１） 玖珂

岩国（16）

エリア

由宇（３）

周東（４）

美和（２）

錦（２）



個別施設計画 エリア別公共施設
アクションプログラム

エリアごとに整理

施設の諸課題の整理
取組の方策
スケジュール

等
記載の追加

エリア別公共施設アクションプログラムの構成

１ 目的

２ ●●地域△△エリアの概況

３ 施設別の基本方針と各施設の方向性

４ ●●地域△△エリアにおける今後の取組

５ 再編・再配置の検証

６ 公共施設アクションプログラムを推進するための課題の整理

７ 施設位置図
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１ 目的
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●全てのエリアで共通の記載です。



２ ●●地域△△エリアの概況

（１）人口等（令和５年12月現在）

●令和５年12月１日現在のエリア内の下記の状況を記載しています。

・小学校区（岩国地域は同じ町名でも校区をまたがる場合があるため、エリアを表記）
・自治会数
・世帯数
・人口
・年少人口：０歳から14歳まで
・生産年齢人口：15歳から64歳まで
・高齢者人口：65歳以上

小学校区 自治会数 世帯数 エリア人口 年少人口 生産年齢人口 高齢者人口

1,190人 5,670人 3,507人

(11.5%) (54.7%) (33.8%)
△△小 39 5,145 10,367人
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複合
施設

構造
建設
年

延床面積
(㎡)

耐震
性

災害
区域

1 市民文化系施設 集会所 △△ ●●集会所 － S 1988 180.00 ○ 洪・高 継続 譲渡,協議 17

2 市民文化系施設 集会所 △△ ◇◇集会所 － W 2004 127.11 ○ 土・洪 継続 譲渡,協議 17

3 市民文化系施設 集会所 △△ ××集会所 － W 2002 112.62 ○ 土 継続 譲渡,協議 17

4 市民文化系施設 学習等供用会館 △△ ■■供用会館 ○ SRC 1983 607.94 ○ 洪・高 継続 維持(長寿) 38

5 社会教育系施設 公民館 △△ ▲▲公民館 ○ SRC 1983 1,042.00 ○ 洪・高 継続 維持(長寿) 68

6 社会教育系施設 図書館 △△ ◆◆図書館 ○ SRC 1983 493.00 ○ 洪・高 継続 維持(長寿) 75
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スポーツ・レクリ
エーション系施設 体育館 △△ △△体育館 － RC 1994 3,524.06 ○ 高 継続 維持(改修),検討 88

分類
小学
校区

施設名

基本情報(R3.4.1時点)

機能方向性 建物方向性
番
号

施設類型

個別
計画
掲載
ﾍﾟｰｼﾞ

２ ●●地域△△エリアの概況

（２）施設の設置状況

●エリア内の公共施設について、個別施設計画に記載している基本情報や
施設の方向性を抜粋し、個別施設計画の掲載ページを記載しています。
※個別施設計画策定後の異動（譲渡済・除却済・除却予定）は方向性に反映しています。
除却＝建物の解体

●●地域△△エリアの公共施設は、37施設です。それぞれの施設の現状と課題については、個別
施設計画にて整理しています。
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地域づくりエリア 地域づくり拠点施設 自治会数

■■地区 ■■供用会館 4 609世帯 1,262人

〇〇地区 〇〇コミュニティセンター 9 1,635世帯 3,405人

××地区 ××交流館 4 262世帯 487人

▲▲地区 ▲▲公民館 3 199世帯 319人

世帯数・人口

２ ●●地域△△エリアの概況

（３）地域づくりエリアの設定と地域づくり拠点施設の設置

●「地域づくりエリア」は、原則、自治会連合会単位で設定しています。
●「地域づくり拠点施設」は、”地域課題を解決するための活動の拠点施設”
として、地域づくりエリア内の施設を設定しています。
※「地域づくり拠点施設」は行政案のため、地域との協議により変更する場合もあります。
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9

●地域づくりエリアと地域づくり拠点施設の位置づけ（イメージ）

地域コミュニティ活動の場

地域コミュニティ活動の場

…

地域コミュニティ活動の場

地域コミュニティ活動の場

…

地域コミュニティ活動の場

地域コミュニティ活動の場

…

小学校単位

（原則）

エリア内の自治会連合会

単位で設定（原則）

地域づくりエリア内に

１か所

地域づくり拠点施設以外の集会所

等

※エリアと地域づくりエリアが同一のエリアもあります。

エリア

(△△エリア）

地域づくり拠点施設１

（■■供用会館）

地域づくり拠点施設２

（〇〇コミュニティセンター）

地域づくり拠点施設３

（××交流館）

地域づくりエリア１

（■■地区）

地域づくりエリア２

（〇〇地区）

地域づくりエリア３

（××地区）



３ 施設別の基本方針と各施設の方向性

施設分類とエリア内の該当施設

●施設分類（各施設の設置目的ごとに分類したもの）とエリア内に所在する
該当の施設を記載しています。
※アクションプログラム内で、施設名の前に記載している数字は、

「２－（２）施設の設置状況」の一覧表（スライド35を参照）に記載している番号と同じです。
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３ 施設別の基本方針と各施設の方向性

ア 基本方針

●「個別施設計画」に記載している基本方針（施設分類ごとの機能、建物、
管理運営に対する基本的な考え方）を抜粋しています。
※分類が同じ施設であれば、どのエリアも同じ内容を記載しています。

11



３ 施設別の基本方針と各施設の方向性

イ 個別施設計画での方向性

●「個別施設計画」に記載している各施設の説明や今後の方向性を抜粋して
います。
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３ 施設別の基本方針と各施設の方向性

ウ アクションプログラム

●各施設の建築年や利用状況、管理運営状況等の現状を踏まえ検討を行った
今後の市の取組内容（行政案）を記載しています。
●「イ 個別施設計画での方向性」を具体化したものです。
※一部、検討の過程の中で方向性の見直しを行った施設があります。

●担当部署は、このアクションプログラムに沿って協議や取組を進めます。
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４ ●●地域△△エリアにおける今後の取組

●今後の取組について、「３－ウ アクションプログラム」に記載した方向性
（譲渡・廃止・維持・建て替え・検討）ごとにまとめ、
・方向性
・施設名
・対応方針
・「個別施設計画」の計画期間である令和14年度までのスケジュール
・協議先及び担当部署
を記載しています。

方向性
施設名
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４ ●●地域△△エリアにおける今後の取組

対応方針
スケジュール

協議先・担当部署
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５ 再編・再配置の検証

●アクションプログラムの中で、再編・再配置を検討する施設について、
市が検証を行った内容について記載しています。

・検証対象施設と検証内容
・検証対象施設の利用状況
・検証対象施設の諸室の利用状況
・移転先施設の利用状況と受入れ可能性
・検証結果

××館
●●

センター
機能

機能の移転、
複合化など

検証対象施設
検証内容
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５ 再編・再配置の検証

検証対象施設
の利用状況
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５ 再編・再配置の検証

検証対象施設
諸室の利用状況
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５ 再編・再配置の検証

移転先施設の
利用状況と

受入れの可能性
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５ 再編・再配置の検証

※検証対象施設（移転元・移転先）を利用して行っている事務や事業等の利用状況や
諸室の状況等を踏まえ、他の要因も考慮しながら移転、複合化、集約化等の可能性に
ついて記載しています。

検証結果

20



６ 公共施設アクションプログラムを推進するための
課題の整理

●アクションプログラムを推進するための課題の整理として、
（１）集会施設等の譲渡の基本的な考え方
（２）保全計画等の策定
（３）地域経営の仕組みづくりについて
（４）指定管理者制度の適切な運用
（５）その他エリア内の施設の抱える課題への対応等
についてエリア内に該当する施設がある場合に記載しています。

※定型的な記述となっています。

21



７ 施設位置図

●エリア内の施設配置図を掲載しています。
※消防団車庫や水防倉庫、市民の方の利用が無い車庫、書庫、倉庫等の施設は

省略しています。
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まとめ

●岩国市公共施設個別施設計画やエリア別公共施設

アクションプログラムの内容は、決定事項ではなく、

現時点での方向性を示したもの（行政案）です。

●公共施設の在り方は、社会情勢などにより今後も

変化するため、必要に応じ、適宜見直しを図ります。

●実際に個別施設の取組を進めるに当たっては、

施設所管課から地域や利用者の方への説明を行い、

御意見を伺いながら協議を進めてまいりますので、

御理解・御協力をよろしくお願いします。
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